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はじめに 














ョス・カマルゴ(6)等々。チマルパインもそのような 1 人であった。 
                                                     













の王家の血を引くメスティソで、『ヌエバ・エスパーニャ史要約 Sumaria relación de 
la Historia General desta Nueva España』や『チチメカ民族の歴史 Historia de la 
nación chichimeca』をスペイン語で著わした。 
(5) メスティソと思われるこの著述家（？～1604？）は 16 世紀末にナワトル語で
２つの作品（『メシーカ人やその他の民族の到来史 Historia de la venida de los 
mexicanos y otros pueblos』、『征服の歴史 Historia de la conquista』）を記したが、
断片しか現存しない。 
(6) カマルゴ（1528～1600）はトラスカラ出身のメスティソで、『トラスカラ市と同地
方の報告 Descripción de la ciudad y provincia de Tlaxcala』などを残した。 
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ームはDomingo Francisco de San Antón Muñón Chimalpáhin Quauhtelhuanitzinで、
サン・アントンやムニョンは世話になった修道院やその関係者にあやかったものであ
る。綴りについては páhin の h を入れるべきでないという意見もある。 
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ンと並び、植民地時代においてもチャルコ地方の中心都市の 1 つであった。 


















出された。17 世紀初頭にはテナンコも田舎町の 1 つに後退してしまい、チマ 









(13) 『第八』p.349 ほか 
(14) Jalpa Flores, p.130 
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図 1  16 世紀のメキシコ盆地 





























                                                     
(15) 『第七』p.113、『第八』p.289 
(16) 「悪魔の家」とは先住民の神殿ピラミッドを指す（『第七』p.169）。 
(17) 『第七』p.183～；モトリニーア p.335～ 
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1519 年 11 月 8 日に当時のメシーカ王モテクソマがスペイン人らを迎え、出
遭った地点に近く、地下鉄 2 号線にある同名の駅からも遠くない。 
  この教会の起源は、1530 年にアロンソ・サンチェスというスペイン人が
メキシコ市会から与えられた土地に建設した庵である(21)。その後、未承認の
                                                     
(18) 『第七』p.205 










ている（1614 年 4 月 29 日）。 
(21) Zimmerman, Chimalpahin y la iglesia de San Antón Abad en México, p.13 
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ものも含め庵が乱立して運営が苦しくなったが、1560 年代後半に救いの手を
差し伸べる人がいた。ディエゴ・ムニョンと大聖堂の神学博士サンチョ・サ
ンチェス・デ・ムニョンである(22)。その甲斐あってか、1591 年 7 月 21 日、
サンアントニオ・アバーの庵は祝別され、教会となった(23)。 

















Memorial breve acerca de la fundación de la ciudad de Culhuacán』（以下、
                                                     
(22) 後者は本国へ渡り、国王フェリペ 2 世に働きかけてメキシコ大司教モントゥファ
ル（在位 1554～72）から支援の約束を引き出した（Alonso de Montúfar, 1570 年 4






(25) 「献身者 donado」という訳語はモトリニーア（p.335）による。この制度は Mendieta
（p.444）によると他の修道会にはなかった。『日記』に登場する先住民の献身者は２





(26) 『第八』p.271 では“(mayo)ral”「監督」とし、UNAM 版 p.73 では一部を欠けた
ままにして“…ral”としている。 
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表 1  チマルパイン歴史報告：各書の概要 
書名 所在 フォリオ 言及範囲 主な内容 
第一 BNF 1r～7v 天地創造、アダムとイブ；古典著述家 
第二 BNF 9r～14v 1～50 聖書年代、四大陸 
簡潔* BNF 15r～67v 670～1299 メキシコ盆地主要都市・民族の歴史 
第三 BNF 68r～115v 1063～1520 メシーカのアストラン出立～コルテス到着 
第四 BNF 116r～122v 50～1241 チャルコ諸集団の起源、移住の歴史 
第五 BNF 123r～138v 1269～1334 チャルコ地方テナンコの歴史 
第五* BNAH 1r～16v 1426～1522 テパネカ戦争、チャルコ戦争、コルテス歓迎 
第六 BNF 139r～144v 1257～1612 チャルコ地方に定住した諸集団 
第七 BNF 145r～224v 1272～1591 チャルコ地方トラルマナルコ他の歴史 
第八 BNF 225r～272v チマルパイン祖父の系図、依拠した資料群 
日記 BNAH 17r～18v 1577～1589
日記 BNF* p.1～282 1589～1615
   「言及範囲」はそれぞれの書で扱われた年号 
   「簡潔*」は『クルワカン市創設に関する簡潔な報告』 
   「第五*」は UNAM 版では続編として扱われていない 
   BNF：フランス国立図書館、メキシコ手稿＃74 
   BNF*：フランス国立図書館、メキシコ手稿#220 
   BNAH：メキシコ国立人類学歴史学図書館#256B 
 
  筆写文献はチマルパインが他の著述家の作品の一部あるいは全部を自ら
書き写したもので、ロペス・デ・ゴマラの『メキシコ征服史 La conquista de 
México』(27)や、エルナンド・デ・アルバラード・テソソモクの『メシカヨト
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(28) 現存する『メシカヨトル』はチマルパインによる写本、もしくは 18 世紀半ばにそ
の写本を複写した版のみで、1983 年に前者（これが Codex Chimalpahin に含まれて
いる）が発見されるまで後者を底本とした UNAM 版が唯一利用可能であった。 
(29) Schroeder, Introduction to Codex Chimalpahin, vol.2, p.3 
(30) Codex Chimalpahin, vol 1, p.90-91, p.106-107 








(34) S.A.D.Messiaen,“Some interesting observations on Chimalpahin by us of his 
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年代の『ローマ殉教録 Martirologio romano』、1606 年のエンリコ・マルテ
ィネス『ヌエバ・エスパーニャ宇宙誌・博物誌 Reportorio de los tiempos e 
















                                                                                                                
Diferentes Historias Originales”, ECN34, p.219-256、Elke Ruhnau,“The First 
Relation of Chimalpahin’s Diferentes Historias Originales. Its sources and the 
author’s intention”Indiana 19/20 p.277-287 
(35) Schroeder, The Annals of Chimalpahin, p.7 




(39) 1631 年にも筆を執っていたが、没年については分かっていない。1660 年とする
研究者もいるが、根拠は示されていない。 
(40) ゴンゴラ（1645～1700）は 17 世紀のメキシコを代表するクリオージョ知識人の 1
人。メキシコ大学で数学や天文学を教授したほか、詩作や歴史の分野でも数多くの作
品を残した。『日記』の最後には「チマルパインはまだ生きたが…」などと書き加えた。 
(41) León-Portilla, Estudio preliminar por... Idea de una Nueva Historia General 
de la América Septentrional, p.XXXV 
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ジン・グーピルの手を経てフランス国立図書館に同世紀末に寄贈され、今な
お同図書館が所蔵している。 





先のローマで著した『メキシコ古代史 Historia antigua de México』にチマ
ルパインの 4 種の著作群を挙げている(43)。 
 
§４ 『日記』と 1608 年問題 
  誰が最初にそう呼んだのか、すでに 18 世紀には『日記』という名で知
られていたものの、この呼び名は適切ではない(44)。前にも述べたように、同
時代史の草稿とでもいうべきものである。『日記』で扱われている期間は 1577






  約 40 年にわたる『日記』の 1 つの特徴は、年により記述に濃淡があり、
次第に濃くなっていくという点である（表 2）。最初のころほど大雑把かつ簡
素で、何の記述もない年（1581 年，87 年）もある。1604 年から 06 年には
それぞれ 6～7 ページを使い、07 年からはさらに分量が増加する。ピークの
1612 年と 13 年には 40 ページ前後にまで増え、1614 年、15 年と漸減する
ものの、それでもまだ多い。  
                                                     
(42) Vetancurt, Teatro Mexicano, Catálogo de autores impresos, y de instrumentos 
manuscriptos, ページ表記なし 
(43) Clavijero, Historia antigua de México, p.XXVIII 
(44) 英訳者は『彼の時代の年代記 The Annals of His Time』としている。 
(45) 歴史報告は BNF メキシコ手稿＃74、『日記』は BNF メキシコ手稿＃220 に分類
されている。 
(46) Reyes García, “Un nuevo manuscrito de Chimalpahin” Anales del Instituto 
Nacional de Antropología e Historia, VII, t. II, p.333-348, México, 1971（筆者未見） 
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表 2 『日記』の年ごとの記載ページ 
年号 齢 記載の月日 fol／p 頁 年号 齢 記載の月日 p 頁 
1577 1.31.～3 末 17r 1597 18 1.20.～12.7. 19～21 3 
1578 1598 19 2.4.～12.6. 21～23 3 
1579 0 1599 20 2.10.～9.9. 23～24 2 
1580 1 10 1600 21 1 上～12.14. 24～27 4 
1581 2 1601 22 1～5.6. 27～31 5 
1582 3 7.22.～12.31. 17v 1602 23 4.25.～9 31 1 
1583 4 3～6.29. 1603 24 4.20.～10.26. 32～33 2 
1584 5 18r 1604 25 1.6.～12 末 33～39 7 
1585 6 1.20.～11.17. 1605 26 1～12.8. 39～44 6 
1586 7 1.19. & 6.11. 18v 1606 27 1～12.6. 44～49 6 
1587 8 1607 28 3～12 49～63 15 
1588 9 10.19. 1608 29 1 初～10 63～72 10 
1589 10 4.10. 1 史的回顧 72～116 43 
1590 11 1.1.～10.14. 2 1609 30 1.1.～1130. 116～123 8 
1591 12 2.4.～12.24. 2～4 3 1610 31 1.1.～12.16. 123～136 14 
1592 13 1.21.～10.12. 4～6 3 1611 32 1.1.～12.19. 136～160 15 
1593 14 3.28.～10.5. 6～9 4 1612 33 1.1.～12.28. 160～198 39 
1594 15 1.3.～9.11. 10～14 5 1613 34 1.1.～11.30. 199～238 40 
1595 16 1.28.～12.31. 14～16 3 1614 35 1.1.～12.16. 238～266 29 
1596 17 4.2.～12.24. 16～19 4 1615 36 1～10.14. 267～282 16 
「齢」：チマルパインの年齢 
「記載の月日」：その年で取り扱われた最初と最後の日付け、または月 
fol／p および p：fol は BNAH のフォリオ番号、p は BNF、fond Mex.のページ番号 
 
  「1608 年問題」とは、『日記』の 1608 年の項が終わったあと、前後と何
の脈絡もなく唐突に先住民の歴史を振り返った年表式の「史的回顧」に関す
る問題である。回顧を始めるきっかけとなる大きな出来事があったわけでも
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ような資料を使ったのか、他の報告書と関連はあるのか、あるならどのよう
な関連性があるのか、など謎が多い。 
  急に過去を振り返った理由について、1606 年に相次いで亡くなった父と
祖母の死を受けて、この世のはかなさを思い知ったためという人(47)もいる。










  1608 年の最後の日付けは 10 月 15 日で、前後の年と比べるとずいぶん
早い。そしてすぐに「史的回顧」が、次のような書き出しで始まる。 





の末である今まで 6361 年もの歳月が過ぎた。(49) 
  つづいて1608年までにノアの大洪水から4165年、ローマ建国から2361
年、チチメカ・メシーカがアストラン・テオコルワカンに上陸して 1559 年、




はアストランを出てから 1608 年まで 31 代にわたるメシーカ・テノチカの統
                                                     
(47) Tena, Presentación al Diario, p.14。1606 年に出版されたエンリコ・マルティネ
スの著作の影響も指摘されており、この点で異論はない。 
(48) Víctor Castillo, Estudio preliminar de Memorial brebe…, p.XXVII 
(49) 『日記』p.141（拙訳） 
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 (ii) 「先住民＝離散ユダヤ起源」説の否定：キリストの死から 18 年後の紀











                                                     
(50) 「史的回顧」では、天地創造は紀元前 4754 年、ノアの大洪水は前 3557 年に起こ
ったことになる。他の歴史報告（『第二』、『第三』、『第四』、『第七』、『簡潔な報告』）






の拙さなどがユダヤ人のそれを思わせると言う（Tratado Primero, Historia, p.53）。
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(53) 『第四』p.313 
(54) 『簡潔な報告』p.29、『第二』p.65、サアグン p.12 と p.138 のほか、ロペス・アウ
スティン、León-Portilla の論考も参照のこと。 























                                                                                                                
れている。 
(57) 1593 年 6 月 6 日、聖ヨセフ礼拝堂の正面上部に設置された鷲の像は「今日も見る
ことができる」などは後から書かれたはずであるが、その「今日」がいつなのかは不明。 
(58) 例えば、1594 年 3 月 19 日にお披露目されたダマスク織の旗の図案や、歴代メシ
コ統治者の姿などは当日ではなく、後から見たにせよ、自分で観察したと思われるほ
ど詳しい。同年、7 月 25 日には「これが今、私たちがいる年」であると記している。 
(59) 1613 年 5 月末にショロコ地区での十字架を巡る騒動について書いた後、その半月
前にも同じような十字架騒動があったことを思い出して書き足している。 






(62) 仙台藩主の伊達正宗がローマに派遣した支倉常長を長とする使節は 1614 年 3 月、
メキシコ市に到着した。 
(63) 1611 年 6 月 10 日にはフワン・バウティスタの書をもとに日食の原理を説明。予
測された時間より日食が遅く起こったことや人びとの反応を活写している。 
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場で克明なメモをとったと思わせるほど細かなところまで観察し、記録して
いるからである。 
  他方、「史的回顧」については 1609 年に書かれたと断定してよい。執筆
時期を特定できるからである。1608 年の最後の記事（10 月 15 日）は「オア
ハカ司教だったコバルビアスがミチョアカン司教に任命され、（任地へ）移動




れている。その最後、第 31 代フワン・バウティスタについて「今年 1609 年
も統治官である」とのコメントがある。実際、彼は 1609 年 1 月に統治官に
なったが、同年 11 月には故郷のマリナルコに帰ってしまう(66)。したがって、




















(67) ほかに『第五』はテノチティトラン陥落の翌年まで、『第六』は 1612 年までを
扱っているが、各年の記述量は少ない 
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表 3  チマルパイン『日記』と『第七』の内容比較（1577～1591） 
  
          日記            第七 
テレサ・デ・ヘスス『霊魂の城』 1577 1、2月疫病で死者。3月小康、4月下火；先住民・黒人の死者多数 
1，2月疫病流行も3月に収束；被害者先住民・黒人 ツァクワルティトラン・テナンコの貴族、アヨポチツィン死去 
彗星現る ； tlahuahualiztli上演 彗星現る(11） 
跣足フランシスコ会、一時滞在（フィリピン布教へ）  
イエズス会教会への宗教行列（ローマから聖遺物） 1578 イエズス会の宗教行列（ローマから聖遺物） 








  ・・・ 1581   ・・・ 
水道がサンフワンまで（7.22.)、市場に水が届く（12.31.） 1582 地震（5）；アマケメ山頂のサンタクルスの庵が崩壊 




コルーニャ伯が死去（6.29.) 大司教モヤが副王代理を兼任 コルーニャ伯が死去（6.29.)；大司教が副王を兼任 
ベラ判事がフィリピンへ出発（楽器演奏者が送り出す） 1584 モヤが総巡察官も兼任 
モヤが総巡察官も兼任 大聖堂の修復が始まる 
修道士の説教禁止（在俗化） ・ 大聖堂の落成  
各地の司教が集まり、地方公会議開催：記念の宗教行列 1585 各地の司教が集まり、地方公会議開催（1.20.)；記念の宗教行列 
新副王ビジャマンリケ侯着任：カルメル会神父も同行 大聖堂の修理が終わる（8.15.) ： 新副王ビジャマンリケ侯着任 
カルメル会がサン・セバスティアン教会に(1.19.) 1586 副王に同行したカルメル会がサン・セバスティアン教会に(1.19.) 
要職を歴任した大司教モヤがスペイン帰国へ(6.11.) 要職を歴任した大司教モヤがスペイン帰国へ（6.11.) 
 1587 イツトラコサウカン領主、トマス・チチメカテクトリ死去 
 コヨアカンで主の受難と埋葬の初上演 
疫病が猛威をふるう 1588 スペイン人法官フワン・バウティスタがテクワニパン領主を逮捕 
跣足修道士とフランシスコ会と特使との意見が対立 ドミニコ会のフワン・パエス師がアマケメカを去る羽目に 
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表 4  チマルパイン 「史的回顧」と歴史報告 
 
西暦 経過年 M暦  「史的回顧」の主な内容 同じ件に言及した他の歴史報告など 
前4753 6361  天地創造 ②、④、⑦[5199BC] 
前2557 4165  ノアの大洪水 ②、④、⑦[2956BC] 
前753 2361  ローマ建国 ②  cf.ロムルス伝説 
0 1608  キリスト生誕  
32 1576  キリスト刑死  
50 1559  チチメカ・メシーカ、アストラン上陸 ②、④ 
70 1538  ウェスパシアヌス帝、イェルサレム破壊 ④[73] 
84 1524  メシーカ、アストラン(35年滞在）を出てチコモストクへ(?) ④ 
   集団に分かれ、単一だった言語が複数化し、混乱生じる  
670 940  チチメカ・クルワがクルワカン定住 簡潔 
708 892  クルワカン初代領主にトピルツィン・ナウヨツィン 簡潔[717] 
1064 545  メシーカ、アストラン(1014年滞在）出る ③、④、簡潔、メシカヨトル 
1068 541  巨木（樹齢1008年）の下に到着、一時滞在 ③[1065？]、メシカヨトル[巨木、倒壊] 
1075 534 12葦 メシーカ、チコモストック(7年滞在）出る ③[チコモストクに到着] 
   荒野を移動 メシカヨトル 
1160 449 6石 トトリンパネカ・アマケメカ、チコモス出る ③、④、簡潔 
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1168 441 1石 クワウトレケツキ、コアテペクで(メシーカの）首長に ⑦(?)、メシカヨトル 
1205 404 12家 クワウトレケツキ（38年）没；アカシトリが継承 ⑦、メシカヨトル[1153?] 
1219 404 13葦 アカシトリ（15年）没；シトラルツィンが継承 ⑦、簡潔[1167] 
1234 377 2兎 シトラルツィン（16年）没；ツィンパンが継承 ⑦、簡潔[1182] 
1235 376 3葦 ツィンパン（2年）没；トラソツィンが継承 ⑦、簡潔[1184] 
1239 371 7葦 トラソツィン（5年）没；トスクエクエシュトリが継承 ⑦[6年]、簡潔[1188] 
   テクパヨカンで年結び 簡潔[1247] ＊Aubin[2葦] 
1241 369 9家 トトリンパネカ、チャルコ着 ③、④、簡潔 
1269 342 11家 アマケメ山頂で４君主会合（互いに矢を放ち、無傷＝チチメカの証） ⑥ 
   ⇒   アマケ山を二分し、町建設  
1278 332 7兎 トスクエクエシュトリ（40年）没；ウィツィルウィトルが継承 ⑦、簡潔[1227] 
   チャプルテペクに居を定める(メシーカ） ⑥[1298]、⑦[1280]、簡潔[1280] 
1299 310 2葦 ウィツィルウィトル捕捉され、クルワカンで生贄に ③、⑤、⑦、簡潔、メシカヨトル 
   その後、メシーカ四散；テノチが継承 簡潔 
    アストラン出て236年、チコモストクを出て225年； メシカヨトル 
    メシーカは4回、年結びし、この年5回目 メシカヨトル 
    クルワカンにクルワ人住んで630年、領主が誕生して583年  
    トルテカが滅亡して260年  
   メシーカはショチミルコとの戦いで耳削ぎ ③[1247] 
1307 302 10葦 クルワカン領主コシュコシュトリ（27年）没 ③、⑦、メシカヨトル 
   その後、クルワカンは16年間、領主なく臨時領主のみ ③ 
1323 286 13葦 ティサパンにいたメシーカの迫害再開 ⑤、⑦[メシーカをティサパンから追放] 
   メシーカはニシュティクパクで1年 メシカヨトル 
1324 285 １葦 アカマピチトリがコルワカン君主に ③、⑦ 
   チャルコで花戦争始まる ③、⑤ 
1325 284 ２家 メシーカ、テノチティトランに定住 ③、⑦、メシカヨトル 
   指導者12人（コピル含む）＋２人  ③[10人]、メシカヨトル[13人] 
1336 273 13石 クルワカン領主アカマピチトリ没 ③、⑦ 
1337 272 1家 メシーカ分裂；トラテロルコ建設の指導者12人 ③、⑦、メシカヨトル[15人] 
1363 246 1葦 テノチ没（39年）の後、空位3年 ⑦、メシカヨトル 
1367 242 5葦 アカマピチトリ、テノチティトラン領主に ③[1366]、⑦、メシカヨトル 
1387 222 12石 アカマピチトリ没（21年） ③[1389]、⑦ 
1391 218 3葦 ウィツィルウィトル2世が領主に ⑦、メシカヨトル 
1402 207 1兎 テスココでネサワルコヨトル誕生 ⑦ 
1415 194 1葦 ウィツィルウィトル没（25年）；チマルポポカが継承 ③[1417]、⑦、メシカヨトル 
1426 183 12兎 チマルポポカ暗殺(12年）、アスカポツァルコのテパネカ人に ③[1427]、⑦、メシカヨトル 
1427 182 13葦 イツコワトルがテノチティトラン領主に ⑦、メシカヨトル 
1428 181 1石 アスカポツァルコ敗北 ③、⑦、メシカヨトル 
1431 178 4葦 ネサワルコヨトルがテスココ領主に ③、⑦ 
1440 169 13石 イツコワトル没(14年）；モテクソマ1世が継承 ③[1441]、⑦；⑤、メシカヨトル 
1454 155 1兎 「１－兎」の大飢饉 ③、⑤、⑦ 
1464 145 11石 ネサワルピリ誕生；干ばつ  ； ⑤ 
1465 144 12家 チャルコがメシーカに敗れる ③[1464～65]、⑤、⑦ 
1468 141 2石 モテクソマ１世没（29年） ③[1468、69]、⑤、⑦、メシカヨトル 
1469 140 3家 アシャヤカトル即位 ③、⑤[1468]、⑦[1468]、メシカヨトル 
1472 137 6石 ネサワルコヨトル没(42年）；ネサワルピリが9歳で継承、即位 ③、⑤、⑦ 
1473 136 7家 トラテロルコ、メシーカに敗れる ③、⑤、⑦、メシカヨトル 
1481 128 2家 アシャヤカトル没（13年）：ティソク即位 ③、⑤、⑦、メシカヨトル 
   ウィツィロポチトリ神殿、改築へ ⑤、⑦[1482] 
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1486 123 7兎 ティソク没（6年）、アウィソトル即位 ③、⑤、⑦、メシカヨトル 
1487 121 8葦 ウィツィロポチトリ大神殿の落成 ③、⑤、⑦ 
1499 110 7葦 大水害で首都が冠水；コヨアカンとウィツィロポチコの領主死 ③、⑦ 
1502 107 10兎 アウィソソトル没（13年）：モテクソマ2世、継承 ③[1503]、⑤、⑦、メシカヨトル 
1515 92 10葦 ネサワルピリ没（46年） ③、⑤[1517]、⑦ 
1516 91 11石 カカマツィンがテスココ領主に ③、⑦ 
1519 90 1葦 スペイン人がヌエバ・エスパーニャ到着 ③、⑤、⑦、メシカヨトル 
1520 89 2石 モテクソマ２世没（19年）：クイトラワク即位、在位80日で没 ⑤、⑦、メシカヨトル 
1521 88 3家 クワウテモクが即位 ⑦、メシカヨトル 
   スペイン人がテノチティトラン破る：クワウテモク捕捉  
1524 85 6石 フランシスコ会修道士12人到着 ⑦ 
   メシーカ領主らを監禁・拷問（スペイン人が失った黄金の在りか） ⑦ 
   コルテス中米遠征に先住民領主らを同行し、同地で洗礼 ⑦：⑦△ 
1525 84 7家 クワウテモクらをウエイモランで絞首刑に（陰謀容疑） ⑦、メシカヨトル 
   領主代理に指名されたトラコツィンも帰途、病没 ⑦、メシカヨトル 
   モテルチウツィンがあらたな領主代理に ⑦、メシカヨトル 
1526 83 8兎 コヨアカン領主にイツトロンキ：中米から遠征隊、帰還 ⑦ 
1527 82 9葦 サンフランシスコ教会で洗礼 ⑦[1525～] 
1529 80 11家 メシコ市で結婚の秘跡 ⑦ 
1530 79 12兎 テオコルワカン（ヌエバガリシア）征服へ出発 ⑦ 
   同行したモテルチウツィン、アスタトランで没（5年） ⑦、メシカヨトル 
1532 77 1石 ショチケンツィンが領主代理に ⑦、メシカヨトル 
   ヌエバガリシア遠征隊が帰還 ⑦、メシカヨトル 
1534 75 3兎 A・メンドサ副王着任 ⑦[1535] 
1536 73 5石 ショチケンツィン没（5年） ⑦、メシカヨトル 
1539 71 7兎 ワニツィンが初代統治官に就任 ⑦[1538]、メシカヨトル 
1541 68 10家 ワニツィン没（4年）：テウエツキティツィンが統治官に ⑦、メシカヨトル 
   ショチピラン反乱（ミシュトン戦争）鎮圧に参加 ⑦、メシカヨトル 
1545 64 1家 疫病流行；S・イポリト市場設置 ⑦ 
1548 61 4石 （大）司教スマラガ没（21年） ⑦ 
1551 58 7葦 副王ルイス・デ・ベラスコ着任 ⑦[着は1550.11.12.] 
1554 55 10兎 テウエツキティツィン没（14年） ⑦、メシカヨトル 
   大司教モントゥファル着任 ⑦ 
1557 52 13家 セセツィン（ワニツィンの子）が統治官に ⑦、メシカヨトル 
1559 50 2葦 サンホセ礼拝堂にカール５世葬儀碑 ⑦ 
1562 47 5兎 セセツィン没（6年） ⑦[死亡日時には２説]、メシカヨトル 
1563 46 6葦 ナナカシパクツィンが統治官に ⑦ 
1564 45 7石 副王ベラスコ没（14年）；新税導入 ⑦[死亡日時には２説] 
1565 44 8家 ナナカシパクツィン没（3年）：貴族出身者はこれが最後 ⑦、メシカヨトル 
1566 43 9兎 アビラ兄弟ら反乱準備の容疑で処刑 ⑦ 
   副王G・デ・ペラルタ着任 ⑦ 
1568 41 11石 F・ヒメネスが法官・統治官に着任（初の外部出身者） ⑦、メシカヨトル 
   G・デ・ペラルタ、帰国の途に ⑦ 
   M・エンリケス副王（エンコミエンダなし）着任 ⑦ 
1572 37 2石 大司教モントゥファル没（19年） ⑦ 
   F・ヒメネスは帰郷（5年） ⑦[1569.7.14.：1年5カ月]、メシカヨトル 
1573 36 3家 A・バレリアーノ（ワニツィンの娘婿）がメシコ法官・統治官に ⑦のテクスト欠落、メシカヨトル 
1580 29 10石 M・エンリケス、ペルー副王に転出（13年） ⑦ 日 
   コルーニャ伯（エンコミエンダなし）着任 ⑦ 日 
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1583 26 13葦 S.Gトトラパンで発見のキリスト磔刑像がメシコ市へ ⑦ 日 
   副王コルーニャ伯、没（2年8ｶ月33日 ママ) ⑦ 日 [2年9カ月] 
1584 25 1石 大司教M・コントレラスが巡察使、副王に ⑦ 日 [前年とする記録も] 
1585 24 2家 地方公会議の開催；記念の行列 ⑦ 日 
   副王ビジャマンリケ侯着任 ⑦ 日 
1586 23 3兎 M・コントレラス帰国（司教10年、副王3年） ⑦ 日 
1590 19 7兎 ビジャマンリケ侯、帰国へ（5年）；新副王にベラスコ2世 ⑦ 日 
1594 15 11兎 大司教ボニージャ（ペルー巡察中）の代理にセルバンテス 日 
1595 14 12葦 ベラスコはペルー副王に（5年10ｶ月）：後任にモンテレイ伯 日 
1596 13 13石 メスティソのJ・マルティンがバレリアーノを補佐する代理官に 日[メスティソの言及なし] 
1599 10 3葦 ハルトカン出身のメスティソ、J・ロペスが法官・統治官に 日[メスティソ言及なし] 
   バレリアーノは辞任（27年）：J・マルティンはトラテロルコに 日[バレリアーノ言及なし] 
1600 9 4石 大司教ボニージャはペルーで客死 日 
1602 7 6兎 大司教メンドサ・イ・スニガ着任 日 
1603 6 7葦 副王モンテレイ伯、ペルーへ（7年11ｶ月） 日 
   新副王モンテスクラロス侯、着任 日 
1606 3 10兎 大司教メンドサ・イ・スニガ没（4年） 日 
1607 1 11葦 副王モンテスクラロス侯、ペルーへ（3年8ｶ月） 日 
   ベラスコ、副王就任（2期目） 日 
1608  12石 J・ロペス没（10年8ｶ月21日）；新任はマリナルコ出身の 日[ここで出身地とメスティソに言及] 
   フワン・バウティスタ（アストラン以来、32代目の統治者） 日 
  M暦 メシーカ暦（1～13の数字＋4種の記号：家・兎・石・葦）  
  ○数字：同じ件に言及した関連書：③は『第三報告書』、⑦は『第七報告書』、日は『日記』 
   簡潔は『クルワカン市創設に関する簡潔な報告書』、メシカヨトルは『メシカヨトル年代記』 
   食い違いがある場合、書名の後に[ ]で示した。 






 (i) 最初の 3 代の領主、つまりメシーカがアストランを出た時の領主とそ
の次の 2 人の名を挙げているのは、「史的回顧」末尾の一覧と『メシカヨト
ル』だけである。 
 (ii) 『メシカヨトル』は第 4 代から第 8 代にかけては触れていない(68)。 
 (iii) チマルパイン主要著作は第 4 代から第 10 代まで名前も、順序も同じ
であるが、在位の年数や期間に食い違いが見られる。 
 (iv) 第 9 代ウィツィルウィトル以降に関しては、どの書も名前、順序、
在位期間ともほぼ同じで、大きな違いは見られない。 
                                                     
(68) この底本になったと思われる『メシーカ年代記』にも、その期間を扱っているは
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  上の(iii)で指摘したように、「史的回顧」と『簡潔な報告』とでは、第 4




のは、52 年を 1 つの周期とするメソアメリカの暦を西暦に当てはめる時に 1
サイクル分ずらしたために生じた差である。第 4 代以降の時期について、『簡
潔な報告』は『日記』より 1 サイクル早いと見なしたため、時間の帳尻合わ




  「史的回顧」と『メシカヨトル』の近似性を示すもう 1 つの資料は、メ
シーカが 1325 年にテノチティトランを建設した時の指導者集団と、その 12
年後に一部が分かれトラテロルコの町を作った時の指導者集団に関する資料
である。前者については『第三』と『第五』でも取り上げられているので比
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表 6‐a テノチティトラン建設時（1325）の指導者  
史的回顧 メシカヨトル① メシカヨトル② 第三 第五 
1 テノチ アトルテノチ（1） テノチ（1） テノチ（1） テノチ（1） 
2 シアウトリヨルキ クワウトリヨルキ（2） シアウトリヨルキ（2） アウエショトル（4）アウエショトル（4） 
3 ツォンパンツィン アカシトリ（10） ツォンパンツィン（3） ショミミトル（＊） シウカック（12） 
4 アウエショトル テンサカトル（9） アウエショトル（4） オセロパン（＊） オセロパン（＊） 
5 イスワクトラシキトル アウエショトル（5） イスワクトラシキトル（5） アカシトリ（10） テンサカトル（9） 
6 オコメカツィン オセロパン（＊） オコメカツィン（6） テンサカトル（9） アアトル（8） 
7 チコパチマニ （シウカケ）（12） チコパチマニ（7） クワトレコアトル ショミミトル（＊） 
8 アアツィン クワウトレケツキ アアツィン（8） クワウトレケツキ コピル（11） 
9 テンサカテトル （クワウコアトル） テンサカテトル（9） コシワトリ（＊） クワウトリヨルキ（2） 
10 アカシトリ ツォンパンツィン（3） アカシトリ（10） アショロワ 
11 コピル イスワクトラシキトル（5） コピル（11） 
12 シウカケ オコメカツィン（6） シウカケ（12） 
13 ショコヨトル チコパチマニ（7） ショコヨトル（13） 
14 ツィントラトラウキ アアツィン（8） ツィントラトラウキ（14）
コピル（11） 
メシカヨトル①は p.105  メシカヨトル②は p.111  いずれも Codex Chimalpahin I 
（＊）はトラテロルコ指導者と重複もしくは同姓  （ ）内の数字は左端の順序 
（ ）内の人物は「もしくは」として併記されたもの 
 
表 6‐b トラテロルコ建設時（1337）の指導者  
史的回顧 メシカヨトル 
1 クイトラチクワトリ アトランクワウィトル（7） 
2 ショチレレツィン ウィクトン 
3 セマカチキウィトル オポチトリ 
4 ショミミトル アトラソル 
5 カラオミトル クイトラチクワウトリ（1） 
6 オセロパネ ショチレレツィン（2） 
7 アトランクウィトル セマカチキウィトル（3） 
8 イシュタクミチン ショミミトル（4） 
9 コシウワトリ カラミトル（5） 
10 ポヤウィトル オセロパン（6） 
11 シコヨラツィン イスタクミチン（8） 
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  他方、チャルコ関連の記事に注目すると、「史的回顧」で取り上げられて




 IX Calli xihuitl, 1241. Nican ypan in ynic acico honcan Chalco Atenco yn 
huehuetque yn chichimeca yn totollinpaneca yn amaquemeque. Ynin acico yn 
oncan motlallico Chalco Atenco: yhehuatl yn tlahtohuani yn Huehueteuhctli 
Chichimecateuhctli yhuan ypilhuan omentin: yn icce ytoca Tliltecatzin, yn icome 
ytoca Atonaltzin, yhuan occequintin huehuetque. Auh ynic ompa hua- llehuaque 
yn Quinehuayan yn Chicomoztoc ynic tlayahualloque ynic ypan in xihuitl acico ye 
napohualxiuhtica yhuan onxiuhtica ynic motlallico.（『第三』、p.194～） 





で 82 年が過ぎた。 
 --- IX Calli xihuitl, 1241 años, yn acico yn oncan Chalco Atenco yn huehuetque 
chichimeca totolimpaneca yn amaquemeque; yehuatl tlahtohuani hualmochiuhtia 
yn Huehueteuhctli yn Chichimecateuhcli, yhuan acico quinhulhuicac yeyntin 
ypilhuan: yn icce ytoca Tliltecatzin, yn icome ytoca Xochitzin, yn iquey ytoca 
Atonaltzin. Auh ynic acico ynic ompa huallehuaque yn Chicomoztoc Quinehuayan 
ynic tlayahualloque ye nauh pohualxiuhtica ypan onxiuhtica ynic motlallico oncan 
Chalco Atenco.（「史的回顧」、p.148～） 
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『第七』は 1629 年、『簡潔な報告』は 1631 年とかなり遅い(69)。これらをそ
の執筆年として良いのであろうか。 












の誕生から 1272 年が経っていた」とある。ところが UNAM 版(73)によると、
（ ）内は余白への書き込みにすぎない。UNAM 版には訳者が付した注で
「1629 年の 335 年前は 1294 年になり計算が合わない」(74)とある。しかし、
1629 年は後から書き加えた数字であるから、1272 年に 335 年を足した 1607
                                                     
(69) なお、『第三』と『第四』については執筆年を示唆するものはない。このほかの書
の執筆年は『第六』が 1612、1613 年（p.433）、『第八』が 1620 年（p.271、289、295）
とされる。 
(70) 『第八』、p.271 
(71) 『第六』UNAM 版、p.164-165 
(72) 『簡潔な報告』p.162 は 1286 年の話の途中（fol.60v）で話が途切れ、いくつかフ





(73) 『第七』UNAM 版、p.19 
(74) 同ページ、注 32 
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ロニカ X』(81)だという。そして 19 世紀半ばに出版されて以来よく知られてい
る『メシーカ年代記』はナワトル語の原本から誰かがスペイン語に翻訳した
ものだという(82)。この仮説が正しいとすれば、チマルパインもナワトル語の
                                                     
(75) 『第三』はメシーカ巡歴に関して『オーバン絵文書 Códice Aubin』などいくつか
の絵文書を使っている（Castañeda de la Paz）。しかしこの絵文書は 16 世紀後半か
ら 1608 年にかけて何人かの手で書かれたもので、これらから『第三』の執筆年を特定
するのは困難である。 
(76) Codex Chimalpahin vol. 1, p.62 
(77) 前掲書、p.36, p.38 
(78) Gabriel Kenrick Kruell, La Crónica mexicayótl: versiones coloniales de una 











(82) Kruell 前掲書 p.216 ほか。この底本はテソソモクが序文を寄せた 1609 年版（こ
れまで『メシカヨトル』とされてきた版）ではなく古い版で、訳したのはナワトルの
言語と文化に通じたスペイン人で、訳した時テソソモクが存命中であったか否かは不
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を底本とした版が 1997 年に出された。 
(83) 表 2 を見て分かるように、チマルパインがサンアントニオ・アバー教会に入った
1593 年ごろから次第に記述の分量が増えているが、1601 年 5 月 6 日から翌年 4 月 25
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（Summary） 
Chimalpahin and 1608 
 
 In 1608 Chimalpahin wrote a short history of the mexicas in the form 
of “chronological chart” in his so called “Diary”. He inserts this chart 
“suddenly” when he finished writing an article on 15th, October. Why 
he did so and why on that occasion ? What was his purpose in doing so ?  
 To answer these questions, we tried to characterize this chart, which 
has the same structure with his other “Relaciones historicas”. He 
emphasizes that the ancestors of the mexicas came by ship from the 
East and that they are not the descendants of the lost Jewish tribes. 
The chronological chart was written in 1609 according to our estimation 
and we suppose that his main sources to write this chart were his 3rd 
and the 7th Relaciones and “Cronica mexicayotl” of Tezozomoc. These 
have been said to be written in 1620s or later, but we demonstrate that 
Chimalpahin was able to use these or other similar materials. 
 
